
令和４年度各地区でのまちづくり会議 議事概要録（４日目） 

 

●開 催 日 時  令和５年３月２７日（月） １９時００分～２０時２３分 

●開 催 場 所  南長沼会館 

●出 席 人 数  ２４名 

●役場出席者  １４名 

 

司会 

（青野政策推進課長） 

 

挨拶（齋藤町長） 

説明①（齋藤町長） 

 

説明② 

（柏産業振興課長） 

 

説明③（齋藤町長） 

 

司会 

（青野政策推進課長） 
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町民 

齋藤町長 

 

【進行・質疑等】 

 

 

【挨拶】 

P2～  ①なぜ企業誘致が必要なのか 

 

P11～  ②これまでの企業誘致の取組 

 

 

P23～  ③今後の企業誘致の取組 

 

説明は以上でありますが、それでは早速ご質問等がございましたらお願

いします。 

 

P3「なぜ企業誘致が必要なのか」の地域雇用の増加について、一方で担

い手不足も深刻な問題となっている。周りの農家でも直売所でも働き手が

集まらないのが現状。また、医療や介護などのエッセンシャルワークも慢

性的に働き手不足がある。必要とされている雇用は多くあると思うので、

やりがいの搾取がないようなあり方やサポート体制等の対策がひつようで

はないか。小学校跡地の利活用も大事だが、安く広い土地や安い労働力を

ただ求める企業ではなく、地域に寄り添い地域と良い関係性をつくれる企

業が、まちづくりの一員となっていくかが大事。地域特性を生かした仕事

や地域に根差した仕事に価値があると思う。 

人口減少については、移住定住の場として考えるうえで雇用ではなく、

リモートワークもある時代なので、暮らしの場として選んでもらえるよう

な地域づくりも大事かと思う。 

 P5「長沼町の年齢階層別移動数の時系列」赤丸より右の世代は、安定し

ていて収入が高くここに対して定住していただく取り組みが必要。また、

赤丸の若い世代を定着させたいとであれば大学や学校が大事。子育て世代

であり病院や産婦人科等町外に行かなければならない状況のため、産み育

てやすい環境を作るべき。 

貴重なご意見ありがとうございました。長沼の業種で言われているのは

農業の部分での担い手や働き手不足もあるし、エッセンシャルワーカーは

全国的にも深刻な問題。単純に雇用を増やそうというのではなく、長沼に

住み続けてもらえるような、選ばれる業種を少しでも増やしていきたい。 

ご意見でありましたように、テレワークしながら長沼に住めるような暮

らしの場として選んでいただける町を目指していきたい。 

 人口減少についての３０～３９歳の世代は、２０１５年以降も増えて

る。できるだけこの世代が残っていただけるよう努力したい。 

今回の企業誘致は、人口を維持したいのか増やしたいのか。 

 人口は、日本全体が減ってきているので増やすことは難しいと考えてい

るので、なるべく減らさないよう維持していきたい。 
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司会 

（青野政策推進課長） 

 

 今後雇用が５０人くらいの企業が現れた場合、その後の固定資産税や法

人住民税のことを考えると自分は土地を無償であげても良いと考える。土

地を無償で譲渡する考えはあるか。 

 この場での即答は難しい。 

 ラピダスの話もあり、北広島市方面や長沼方面に伸びて来るのかわから

ないが、栗山町や南幌町の工業団地の造成の話も聞くが、今後企業の動向

を見ながら新たに工業団地造成の検討はできるものか。 

まったく検討しないわけではないが、現状では難しいと考える。 

 ラピダスの業種で言えば、粉塵等の観点から長沼の既存の業種を嫌う傾

向がある。ただ、具体的に出てくれば検討はしたい。 

先日地価公示が発表され、その中では「長沼町は高齢化が進み需要が少し

ずつ減ってきている。ただし、横ばいである理由は駐屯基地等のある程度

の需要が見込まれる。」という不動産鑑定士のコメントも書かれており、長

沼町の価値を高めるためには、企業誘致が非常に重要となってくると思う

ので、今後も力をいれていただきたいし、町民に情報共有できる範囲内で

広報等を活用し周知いただけると助かる。 

 情報公開と言うのは必要と考えるので、出来る限り情報提供させていた

だく。 

P5「なぜ企業誘致が必要なのか」Uターンさせることが重要とのことだ

が、町として何をすれば良いのではという案はあるか。 

 ここで書かせていただいたのは、現在移住者をターゲットにしているこ

ともあり、企業誘致向けにまちづくりを行ううえで帰ってきてもらうため

には働く場がなければと考えて載せさせていただいた。 

 企業誘致も大事だが、今の子ども達が大きくなった時に、この町帰って

きたいと思えるまちづくりもご検討いただきたい。 

P25「今後進出が予想される産業」食品製造業があるが、旧西長沼小学

校でもフラワーパークでも臭気の問題があり食品製造業は難しいのではと

考えるが。 

今後の部分で言うと町内には学校跡地に限らず施設や遊休地が存在す

る。食品製造業にも臭気が出るものもあれば、あまり出ないものも考えら

れるので、企業誘致する際は、地域に 1度話をして地域の皆さんの意見を

聞きながら進めていきたいと思っている。当初ホテルショコラについても

それほど臭気がないとも確認済み。 

近隣住民も知らなく、誘致が決まった後で聞いた方もいたので、食品製

造業の話が出てきた際には、是非近隣住民へ情報提供や説明をお願いした

い。 

Uターンの部分で言うと、教育委員会としてもふるさと教育を充実する

という形で地域住民との関わりの中で地域に親しみや誇りを持っていただ

けるよう、幼少期のふるさと教育のきっかけづくりもサポートしていきた

い。 

企業誘致から少し外れるかもしれないが、長沼の一番良いところは自然

があること。ある程度の企業があり税制の部分でも必要とも考える。 

P4「なぜ企業誘致が必要なのか」アンケート結果で、「企業誘致」「雇用

の確保」に対して不満があるのかもしれないが、最終的にその町残るの

は、「住みやすい」といことではないかと思う。企業誘致で雇用が生まれて

も、その町に長く住むと思うかどうか。住みやすい環境をつくり、特に子

育て世代の若い世代にとって何が必要か聞くためにも、話し合いの場をつ

くり聞き取りしてみては。 

 企業誘致は１つの手法であって、住環境が第一であり愛される長沼町の

ためにも、子育て世代にとってどのようなものが必要で足りないのか等、

子ども育成課にて「子ども・子育て支援事業計画」を令和 6年度に策定予
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定で、令和 5年度中の下準備の中で重要視していきたい。 

P3「なぜ企業誘致が必要なのか」地域内のイノベーションの創出と出て

いるが、長沼の経済と自然を考え、第 1次産業である農業でも畜産業でも

自然に優しい環境の町にしてはどうか。 

ゴルフ場でも学校跡地でも SDGsに絡めて持続可能な形で豊かな自然を

守りつつ進めていけたらと考える。 

「まおい学びのさと小学校」でも 30人くらい移住するとも聞いてい

る。自然に優しく住みやすい環境のまちづくりを進めることで、移住して

こられる方も増える。 

 貴重なご意見ありがとうございます。これから町として持続可能な形で

将来残していくために色々考えなければいけないし、皆さんの意見を聞き

ながら進めていきたい。 

長沼の人は同じ農業やっていてもとてもユニークな町だと思う。ユニー

クことをすれば大丈夫だと思う。 

ゴルフ場跡地について、ずっと空き地の状態で、今後町民で新しい利活

用を考えた場合は、町として町民が使えるよう考えていただけるか 

まだ、どうするか検討していない状況ですので、いろいろな方々の意見

を聞きながら進める。 

 

ふるさと納税の取組も説明いただいたが、高額返礼品等の問題もあり、

今後ふるさと納税のあり方も変わってくると思う。 

長沼町では、タンチョウも住めるまちづくり地域専門部会の活動の中で

中央バスや JALと連携しながら、札幌近郊の方々を対象としたタンチョウ

を絡めた町内のツアーを実施している。とても喜んで帰っていただける

が、後日参加者がプライベートで来られる際に、標識等が少なくなかなか

目的地にたどり着けない等の意見も聞く。企業誘致も良いが、住みやすく

居心地良いのが最終的なゴールとも思うし、来てくれた方々がやっぱり良

い町だなと思われるような町の自然やスポットをマップや看板等で整備し

てはどうか。 

地域づくり専門部会でも協議したいし、今回タンチョウがいる舞鶴遊水

地に看板を設置させていただいたが、舞鶴遊水地にタンチョウがずっとい

るわけでもないし、タンチョウも住めるまちづくりの中でも PRする部分

で中央バスやＪＡＬも面白い取組だということで賛同いただき、今後も引

き続き検討していきたい。 

 長沼の境界それぞれ東西南北に看板を設置する等、お客さんが来やすい

環境をお願いしたい。 

 

 

今日はたくさんの貴重なご意見ありがとうございました。 

令和 2年に就任したが、既にコロナ禍にあったことから、なかなかこの

ような会議を開催することができなかった。コロナが減少傾向である現在

にこのような会議を開催し、皆さんの意見や要望・提案を聴くことができ

て本当に良かったと感じる。これから様々な大きな事業が進んでいく中

で、是非皆さんのご意見伺いながら進めていきたい。今の段階では、今年

は夕焼け市、夢まつりを 3年ぶりに開催する予定で、その他のイベントも

少しずつ開催していく予定かと思いますので、その折には皆さんからお話

を伺いたいと思います。本日はありがとうございました。 

 以上をもちまして「まちづくり会議」を終了させていただきます。 

お帰りの際はお忘れ物、また交通事故等にお気をつけてお帰りください。

本日はどうもありがとうございました。 

 


